



To communicate disasters with museum study education
―After the 2016 Kumamoto Earthquake, think about the training of human 
resources related to the future museums―
                                                                                 山内 利秋
Toshiaki, Yamauchi
Abstract
　The 2011 Great East Japan earthquake disaster was an opportunity for 
university students to participate in various social problems. However, at 
Kyushu district universities away from the afflicted area, such experiences were 
thin.  
　The Kumamoto earthquake in April 2016 occurred in the prefecture next 
to the university to which the author belongs but this was the opportunity 
for students to think about disasters and society. In consultation with the 
student, we conducted an exhibition on the theme of disaster prevention at the 
museum's practical training.In this process students learned the meaning of 



















































の後のキャリア構築にも関わっていく学修活動へは拡げられなかった ( 註 2。 
















































も大阪へと移動した。16 日の深夜に 2 回目の震度 7 の地震が発生したのを知っ
たのは明け方のテレビのニュースを観てからで、驚いて SNS を確認した。熊本
だけでなく、さらに大分県側を震源とする地震までも発生している事実を知り、
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上 _ 揺れを確認している様子
下 _ サスペンションとしてポリエチ 










































　　　   での被災者へ











・平成 28 年、熊本地震の経験 ( 熊本県での様子、6/28 実施 )( 写真 4) 
・平成 16 年、中越地震の経験 ( 新潟県での様子、7/5 実施 )( 資料 1) 
・平成 23 年、東日本大震災の経験 1( 神奈川県での様子、7/5 実施 )( 資料 2) 















　企画展『明日は我が身―揺れる心、揺れる大地―』は平成 28 年 7 月 14 日～

















































































































の災害史』と題された同美術館での展示は「主観的事実としての記憶」( 註 6 であり、
「東日本大震災をいかに表現するか」を目指し、これを「地域の未来のためにど
















































































        ( 単なるコンクリート片が意味のあ   



























を身に付ける事を目標とした環境教育が実践されている ( 溝田・鵜川 2016)。
神戸女子短期大学では生活と関連の深い家庭科の教員養成科目の中で震災への
備え・防災をグループワークによって見い出させている ( 古田 2016)。90 分 1
回の限られた授業時間内において「想定年齢 70 歳女性の必要な品を決めるのは
18 歳や 35 歳を想定するより難しい」( 同 p.53) と多くの学生が理解したのは、
それだけで大きな気付きを付与している。南海トラフ地震で甚大な被害が想定
されている高知県の高知大学では、地理学教育を基盤とした防災教育を実施し


































































5: 気象庁地震火山部の統計によると、4 月 14 日 21 時から 11 月 30 日 24 時ま
40
　での間で震度 5 弱以上の地震は 24 回発生しているが、同 5 弱は 6 月 12 日
　以降発生していない。また震度 4 の地震は 11 月にも発生しているが、6 月段
　階では既にピークを越えて発生は殆どない ( 気象庁地震火山部 2016)。 
6: リアス・アーク美術館「東日本大震災の記録と津波の災害史（１F 常設展示）」
　内の、「Ⅲ . 展示内容について」の文中に記載されている言葉。






　宏 2015,p.150) と言う。 
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A ＝情報提供者 ( 新潟県出身、平成 16 年新潟県中越地震を経験 )
聞き手 ( 佐賀県出身 )
── 中越地震では土砂崩れとかがあって、大きな被害がありました。以前に車
　中泊してたって聞いたけど、やっぱり色々大変だったの？学校の様子とか。

























── A ちゃんの地域って震度 6 位？
A:6 弱。
── ( 熊本地震で ) 延岡は 5 ぐらいだったけど※、6 だとひどいよね。
A: 今でもその壁は放置。崩れないから大丈夫だと思って。お風呂だけ直して壁









































── 私は今回の ( 熊本 ) 地震でとても揺れが残る感覚があって。身体が揺れて
るのか地面揺れているのがわからなくなって。そういう感覚って新潟でもあっ
たの？























































































































C ＝情報提供者 ( 神奈川県出身、平成 23 年東日本大震災を経験 )
聞き手 ( 福岡県出身 )
C: 私高校の校舎の一番上、5 階にいたから。
── そうそう授業中だよね。帰ってきたらニュースで流れてた。































── 震度 3・4 位はよくあると言ってたけど、そういう時は ( 校庭へ ) 出ないの？
C: 全然出ないもん。出たのは初めてだった。初めて本番で、いつもは訓練では












　けなあ。午後 2 時に地震があって、私が帰ったのは夜の 9 時。






















































── じゃあ C ちゃんの地域っていうのは、支援されるっていうよりする方？
C: 全然。する方だったと思う。叔父さんが福島の方にトラックで行って物資を
　運んだって。すごかったって言ってたけど。





























C: うちの学校食堂ない。購買部もない。カロリーメイト 2 本が命綱みたいな。



















　丁度 3 月 11 日に、地震が起きる前の日本史の授業で関東大震災の映像を観
　てて、超タイミング悪くて、( 震災の時 ) 脳裏をよぎった。あの焼け野原みた
　いになるのかなって。それで涙を流したの。
── そういうフラッシュバックみたいな事があるんだねえ。フラッシュバック
　と言えば、今回 ( 熊本地震でも ) あったやん？思い出さなかった？























C: それよりも、あんまり楽しそうな事も出来ない気がして。物 ( がない ) ってい
　うのはそんなになかったけど。家族は全員ちりじりでした。お母さんは仕事
　場にいたから直ぐ帰って来てたけど、お姉ちゃんは東京にいて、電車が止まっ
　ちゃったから今日は友達の家に泊まるって言ってたし。お姉ちゃんはビルの
　13 階にいたらしくて相当揺れたって。お爺ちゃんはゴルフしに千葉へ行って
　た。
── 千葉も揺れが相当。
C: お爺ちゃん最初脳梗塞だ自分と思ったんだって、目の前が揺れてるから。う
　わっーってなってかがんでいたら、友達に「全部が揺れてるんだよ」と言わ
　れて地震に気が付いたと。
── でも皆無事だって事は確認取れたんだ。
C: 一応。
── C ちゃんは支援する側だったけど、主にどういった支援を送るのがいいか
　とか、必要そうだなあというのは近くにいて判った？
C: やっぱり、物よりお金の方がいいんだろうなと思った。お金だったら欲しい
　物をその人達が考えて買えるじゃん？物資も必要かもしれないけど、お金あ
　げた方が後々使えるかなと。「余剰」って絶対出てくるじゃん。これ以上はい
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　らないみたいな。それだったらお金の方が使い道があるのかなと思う。募金
　はしてた。
── そういう活動には積極的だった？
C: いや。そうでもないと思う、今考えたら。節電とか水を余り使わないとか、　
　そういう事はしていたけど。じゃあ直接的に何かしてたかって言うと、募金
　位かなあ。それと、怪我はしてないけど、皆メンタル的にやられてたと思う。
　津波の映像を観て気持ち悪くなっちゃう人とかもいたらしくって。ほら、　　
　ニュースとかで「これから津波の映像が流れます、ストレスがかかる方は観
　ないで下さい」みたいなのあるじゃない？観る事によって、ちょっと気分が
　悪くなる人もいるんじゃないかな。
　余震がきつくない？また来る、また来るって。イヌ 2 匹いたから抱えてトイ
　レに逃げてた。トイレはなんかね。唯一家の中で柱が 4 つあるって言う勉強
　してて。トイレだけ潰れないって聞いてたから、トイレのドア全開にしてイ
　ヌ抱えて、こう。余震収まるまでっていうのを日中やってた。でも、一端家
　から避難したらしい。私が学校に行って帰って来れない時に。お母さんの職
　場は耐震が強い構造の建物なんで、イヌ 2 匹を抱えて避難してたって。
── そういう所って、入っても大丈夫なの？
C: もちろん、地域の避難所でもあるから。
── イヌとかも？
C: 別に。うちのお母さん職員だったから特に言われなかった。
── 最後に。実際に震災という経験を経て、自分が次に同じような事にあった
　らこうしようとかって言う考えは？
C: あれじゃない？とにかく自分の命を守るしかないなあって。地震で恐いのは
　正直津波だなあって思ったから。横浜だし。大丈夫だろうって避難しなかっ
　た人が震災で津波に飲まれて死んじゃっている人多いから、こう、ちょっと
　過剰な位がいいのかなって思う。これ位の地震なら大丈夫じゃなくって、こ
　の位の地震でも逃げようって。自分の身は自分で守る。サバイバル精神だよね。
　はい。
── わかりました。ありがとうございました。
( 終 )
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